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令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
（
２
月
28
日
〜
３

月
19
日
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、「
令
和
２
年
度
八
潮
市
一
般
会

計
予
算
」
な
ど
予
算
関
係
19
議
案
、
そ
の
他
「
八

潮
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
」
な
ど
15
議
案
、
あ
わ
せ
て

34
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
請
願
に
つ
い
て
は
、「
八
潮
市
に
お
け
る
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
公
的
認
証
制
度
（
仮
称
）
及

び
性
的
少
数
者
に
関
す
る
諸
問
題
へ
の
取
組
に

関
す
る
請
願
書
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
最
終
日
に
は
、
議
員
提
出
議
案
と
し

て
「
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
実
効
性

あ
る
支
援
と
対
策
を
求
め
る
意
見
書
」
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

令和2年 第 1回定例会報告号

　八潮市議会では、新型コロナウイルス
感染症拡大防止および市執行部が感染
拡大防止対策に専念できるよう、令和２
年第１回定例会の一般質問は取りやめ
となりました。

令和２年第１回定例会
日程変更について

令和2年（２０20）4月1日現在
前月比

人口

男

女

世帯

市民のうごき

…………………９２,262人 （+136）

…………………４７,851人 （+  61）

…………………44,411人 （+  75）

………………４３,824世帯（+165）

八潮市指定民俗文化財
（有形民俗文化財）

に し ぶくろや なぎ の  み や  ひ  か わ じ ん じゃ   え 　 ま

西袋・柳之宮氷川神社絵馬八潮市内指定文化財シリーズ⑰

　西袋・柳之宮氷川神社
はい で ん

拝殿には、約１８０年間にわ
たり絵馬が奉納され、一カ所
に奉納された絵馬としては
市内で最も多く、当時の社会
情勢、人々の信仰形態など
がよくわかります。
※一般公開はしていません。
（問い合わせ先 資料館☎０４
８‒９９７‒６６６６）

令和２年度一般会計予算３２５億６千万円
　　　　　　（対前年比７．９％増）を可決
令和２年度一般会計予算３２５億６千万円
　　　　　　（対前年比７．９％増）を可決



令和2年度当初予算の概要

令和２年度一般会計当初予算内訳

令和２年度会計別予算案総括表

２

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
に
反

対
の
立
場
か
ら
討
論
し
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
個
人
市
民
税
で
増
額

で
す
が
、
納
税
者
一
人
あ
た
り
で
は

減
収
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
順
調
に
推

移
し
て
き
た
納
税
環
境
に
変
化
が
見

ら
れ
ま
す
。

　
法
人
税
収
で
は
、
法
人
事
業
税
交

付
金
制
度
が
作
ら
れ
た
も
の
の
法
人

税
関
係
収
入
額
は
減
収
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
に
お

い
て
は
、
歳
入
が
そ
の
分
確
保
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
新
庁
舎
建
設
工
事
基

本
設
計
・
実
施
設
計
業
務
が
継
続
し

て
い
ま
す
が
、
新
庁
舎
建
設
費
用
は

関
連
費
を
含
め
て
１
０
１
億
円
余
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
財
政
負
担
を
考
慮
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
基
本
設
計
を
す

る
う
え
で
十
分
な
考
慮
が
さ
れ
た
の

か
疑
問
で
す
。

　
よ
り
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

高
い
設
計
を
求
め
る
、
保
健
セ
ン
タ

ー
の
合
築
が
真
に
最
良
の
選
択
肢
で

あ
る
の
か
を
再
度
検
討
す
る
、
さ
ら

に
は
、
庁
舎
面
積
も
国
の
示
す
基
準

値
そ
の
も
の
で
良
い
の
か
等
々
、
基

　

令
和
２
年
第
１
回
八
潮
市
議
会
定

例
会
で
は
、
次
の
３
議
案
に
つ
い
て

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

市税　51.8%
168億5,417万4千円
市税　51.8%
168億5,417万4千円

国庫支出金　18.1%
58億8,577万4千円
国庫支出金　18.1%
58億8,577万4千円

市債6.7%
21億7,270万円
市債6.7%
21億7,270万円

令和２年（２０２０年）5月

（単位：千円、％）

反
対
討
論
（
日
本
共
産
党
）

（
３
面
へ　
続
く
）

一 般 会 計 （ア）
国 民 健 康 保 険
公 共 下 水 道
稲荷伊草第二土地区画整理
鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理
大 瀬 古 新 田 土 地 区 画 整 理
西 袋 上 馬 場 土 地 区 画 整 理
南部東一体型特定土地区画整理
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

計　（イ）  
上 水 道 事 業 会 計
公 共 下 水 道 事 業 会 計

 計　（ウ）  
 合　計（ア＋イ＋ウ） 

32,560,000
8,464,541

256,735
192,135
756,327
994,094
1,507,056
5,957,324
1,027,123
19,155,335
3,355,997
6,903,069
10,259,066
61,974,401

30,170,000
8,878,052
4,184,000
214,575
157,135
518,327
825,094
2,016,056
5,469,625
957,097

23,219,961
3,430,953

3,430,953
56,820,914

2,390,000
△ 413,511
△ 4,184,000

42,160
35,000
238,000
169,000

△ 509,000
487,699
70,026

△ 4,064,626
△ 74,956
6,903,069
6,828,113
5,153,487

7.9
△ 4.7
皆減
19.6
22.3
45.9
20.5

△ 25.2
8.9
7.3

△ 17.5
△ 2.2
皆増
199.0
9.1

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

企
業
会
計

対前年度比
年　　度 令和２年度

予算額
Ａ

令和元年度
予算額
B会 計 区 分 増減額

Ｃ(Ａ－Ｂ)
増減率

Ｃ／Ｂ×100

歳 出
325億6千万円
歳 出

325億6千万円
歳 入

325億6千万円
歳 入

325億6千万円

その他　2.5%
7億9,640万1千円
その他　2.5%
7億9,640万1千円

分担金及び負担金　0.6%  
2億1,179万9千円
分担金及び負担金　0.6%  
2億1,179万9千円

繰越金　1.5%
5億円
繰越金　1.5%
5億円

繰入金　2.5%
8億338万9千円
繰入金　2.5%
8億338万9千円

諸収入　4.3%
14億1,622万4千円
諸収入　4.3%
14億1,622万4千円

地方消費税交付金　5.7%
18億5,800万円
地方消費税交付金　5.7%
18億5,800万円

県支出金　6.3%
20億6,153万9千円
県支出金　6.3%
20億6,153万9千円

その他　0.6%
1億8,647万8千円
その他　0.6%
1億8,647万8千円

議会費　0.8%
2億5,941万5千円
議会費　0.8%
2億5,941万5千円

商工費　1.5%
4億8,269万2千円
商工費　1.5%
4億8,269万2千円

消防費　3.1%
10億1,917万2千円
消防費　3.1%
10億1,917万2千円

衛生費　5.6%
18億4,145万9千円
衛生費　5.6%
18億4,145万9千円

公債費　8.1%
26億4,246万8千円
公債費　8.1%
26億4,246万8千円

教育費　9.8%
31億7,822万9千円
教育費　9.8%
31億7,822万9千円

総務費　10.4%
33億8,465万4千円
総務費　10.4%
33億8,465万4千円

土木費　16.0%
52億1,434万5千円
土木費　16.0%
52億1,434万5千円

民生費　44.1%
143億5,108万8千円
民生費　44.1%
143億5,108万8千円

令
和
２
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
予
算

討
　
論

本
設
計
の
中
で
検
討
が
求
め
ら
れ
た

の
で
は
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
基
本

設
計
確
定
ま
で
の
中
で
再
度
の
検
証

を
求
め
ま
す
。

　
就
学
援
助
制
度
に
お
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
を
支
給
費
目
に
加
え
る
よ
う
求

め
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
世
界
的

規
模
に
拡
大
し
、
日
常
生
活
に
大
き

な
陰
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
一
日
も

早
い
収
束
を
願
う
と
同
時
に
こ
れ
に

伴
う
暮
ら
し
、
営
業
等
々
の
課
題
に

つ
い
て
は
真
摯
な
対
応
を
求
め
討
論

と
し
ま
す
。

　
本
市
の
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
で
は
、

３
２
５
億
６
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
元
年
度
と
比
較
し
て
、
23
億
９

千
万
円
、
７
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

と
過
去
最
大
の
規
模
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
は
じ
め
に
歳
入
で
は
、
市
税
に
お

い
て
は
、
法
人
市
民
税
で
税
制
改
正

の
影
響
に
よ
る
減
額
を
見
込
ん
で
い

る
も
の
の
、
個
人
市
民
税
や
固
定
資

産
税
の
増
額
を
見
込
ん
で
お
り
、
市

税
全
体
で
は
、
対
前
年
度
比
７
５
５

６
万
３
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
、

自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
て
努
力
し

て
い
る
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
総
務
費
に
お

い
て
は
、
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
予

算
が
計
上
さ
れ
、
新
庁
舎
整
備
に
向

け
た
取
り
組
み
が
着
実
に
進
展
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
施
策
で
は
、
令
和

２
年
度
よ
り
利
用
開
始
さ
れ
る
病
後

児
保
育
や
、
令
和
３
年
度
の
開
所
を

予
定
し
て
い
る
認
可
保
育
所
の
整
備

に
対
し
て
の
予
算
措
置
が
さ
れ
、
子

育
て
世
代
が
安
心
し
て
、
子
育
て
が

出
来
る
ま
ち
を
目
指
す
姿
勢
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
予
算
は
大
変

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
源
の
確

保
に
努
め
、
共
生
・
協
働
・
安
全
・

安
心
の
基
本
理
念
の
も
と
「
住
み
や

す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま
ち
八
潮
」
を

目
指
し
て
各
分
野
に
取
り
組
む
姿
勢

が
う
か
が
え
、
評
価
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
こ
こ
に
賛
成
の
意
を
表
し
、

討
論
と
し
ま
す
。



　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
に
反

対
の
立
場
か
ら
討
論
し
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
個
人
市
民
税
で
増
額

で
す
が
、
納
税
者
一
人
あ
た
り
で
は

減
収
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
順
調
に
推

移
し
て
き
た
納
税
環
境
に
変
化
が
見

ら
れ
ま
す
。

　
法
人
税
収
で
は
、
法
人
事
業
税
交

付
金
制
度
が
作
ら
れ
た
も
の
の
法
人

税
関
係
収
入
額
は
減
収
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
に
お

い
て
は
、
歳
入
が
そ
の
分
確
保
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
新
庁
舎
建
設
工
事
基

本
設
計
・
実
施
設
計
業
務
が
継
続
し

て
い
ま
す
が
、
新
庁
舎
建
設
費
用
は

関
連
費
を
含
め
て
１
０
１
億
円
余
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
財
政
負
担
を
考
慮
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
基
本
設
計
を
す

る
う
え
で
十
分
な
考
慮
が
さ
れ
た
の

か
疑
問
で
す
。

　
よ
り
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

高
い
設
計
を
求
め
る
、
保
健
セ
ン
タ

ー
の
合
築
が
真
に
最
良
の
選
択
肢
で

あ
る
の
か
を
再
度
検
討
す
る
、
さ
ら

に
は
、
庁
舎
面
積
も
国
の
示
す
基
準

値
そ
の
も
の
で
良
い
の
か
等
々
、
基

賛
成
討
論
（
平
成
ク
ラ
ブ
）

やしお市議会だより
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（
２
面
か
ら　
続
く
）

本
設
計
の
中
で
検
討
が
求
め
ら
れ
た

の
で
は
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
基
本

設
計
確
定
ま
で
の
中
で
再
度
の
検
証

を
求
め
ま
す
。

　
就
学
援
助
制
度
に
お
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
を
支
給
費
目
に
加
え
る
よ
う
求

め
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
世
界
的

規
模
に
拡
大
し
、
日
常
生
活
に
大
き

な
陰
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
一
日
も

早
い
収
束
を
願
う
と
同
時
に
こ
れ
に

伴
う
暮
ら
し
、
営
業
等
々
の
課
題
に

つ
い
て
は
真
摯
な
対
応
を
求
め
討
論

と
し
ま
す
。

　
本
市
の
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
で
は
、

３
２
５
億
６
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
元
年
度
と
比
較
し
て
、
23
億
９

千
万
円
、
７
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

と
過
去
最
大
の
規
模
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
は
じ
め
に
歳
入
で
は
、
市
税
に
お

い
て
は
、
法
人
市
民
税
で
税
制
改
正

の
影
響
に
よ
る
減
額
を
見
込
ん
で
い

る
も
の
の
、
個
人
市
民
税
や
固
定
資

産
税
の
増
額
を
見
込
ん
で
お
り
、
市

税
全
体
で
は
、
対
前
年
度
比
７
５
５

６
万
３
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
、

自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
て
努
力
し

て
い
る
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
総
務
費
に
お

い
て
は
、
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
予

算
が
計
上
さ
れ
、
新
庁
舎
整
備
に
向

け
た
取
り
組
み
が
着
実
に
進
展
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
施
策
で
は
、
令
和

２
年
度
よ
り
利
用
開
始
さ
れ
る
病
後

児
保
育
や
、
令
和
３
年
度
の
開
所
を

予
定
し
て
い
る
認
可
保
育
所
の
整
備

に
対
し
て
の
予
算
措
置
が
さ
れ
、
子

育
て
世
代
が
安
心
し
て
、
子
育
て
が

出
来
る
ま
ち
を
目
指
す
姿
勢
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
予
算
は
大
変

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
源
の
確

保
に
努
め
、
共
生
・
協
働
・
安
全
・

安
心
の
基
本
理
念
の
も
と
「
住
み
や

す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま
ち
八
潮
」
を

目
指
し
て
各
分
野
に
取
り
組
む
姿
勢

が
う
か
が
え
、
評
価
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
こ
こ
に
賛
成
の
意
を
表
し
、

討
論
と
し
ま
す
。

　
国
保
の
財
政
運
営
が
都
道
府
県
単

位
と
な
り
３
年
目
の
予
算
と
な
り
ま

す
。
厚
生
労
働
省
は
、
市
町
村
の
法

定
外
繰
入
れ
を
徹
底
的
に
解
消
す
る

た
め
、
今
年
度
か
ら
、
「
保
険
者
努

力
支
援
制
度
」
を
使
っ
た
新
た
な
ペ

ナ
ル
テ
ィ
を
導
入
し
ま
す
。

　
法
定
外
繰
入
れ
を
や
め
た
市
町
村

を
加
点
し
た
う
え
で
、
継
続
す
る
市

町
村
は
減
点
し
予
算
を
削
減
し
ま
す
。

県
も
繰
入
れ
を
続
け
る
市
町
村
の
比

令
和
２
年
度
八
潮
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

反
対
討
論
（
日
本
共
産
党
）

八
潮
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

反
対
討
論
（
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会
）

率
が
多
い
県
は
減
点
が
導
入
さ
れ
ま

す
。
　
さ
ら
に
、
市
町
村
の
繰
入
れ
解
消

計
画
を
掌
握
し
公
表
す
る
こ
と
を
怠

る
場
合
も
減
点
対
象
と
な
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
圧
力
が
高
ま
り
ま

す
。
こ
う
し
た
も
と
で
も
全
国
６
割

の
自
治
体
が
加
入
者
の
負
担
軽
減
等

の
た
め
、
繰
入
れ
を
据
え
置
く
と
し

て
い
ま
す
。

　
八
潮
市
の
予
算
で
は
、
昨
年
１
億

円
の
繰
入
れ
が
皆
減
で
ゼ
ロ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
県
内
で
も
高
い
国
保
税

は
加
入
者
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。
少
し
で
も
加
入
者
の
負
担

軽
減
に
繋
げ
ら
れ
る
国
保
運
営
の
た

め
に
も
、
法
定
外
繰
入
れ
を
続
け
る

事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
保
の
構
造
的
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
国
の
公
費
投

入
が
必
要
で
す
。
県
と
も
協
力
し
政

府
に
公
費
投
入
増
額
を
求
め
る
こ
と
、

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
ペ
ナ
ル
テ

ィ
導
入
改
悪
を
や
め
る
こ
と
の
働
き

か
け
を
求
め
討
論
と
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
、
都
道
府
県
が

財
政
の
責
任
主
体
と
な
り
、
市
町
村

と
と
も
に
国
保
の
運
営
を
担
う
と
い

う
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
財
政
基

盤
の
強
化
が
図
ら
れ
安
定
し
た
制
度

運
営
に
努
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
編
成
さ

れ
ま
し
た
令
和
２
年
度
八
潮
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
を
見
ま
す

と
、
総
額
で
84
億
６
４
５
４
万
１
千

円
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入
に
お
き
ま

し
て
は
、
そ
の
根
幹
と
な
る
国
民
健

康
保
険
税
で
は
、
被
保
険
者
数
の
減

少
な
ど
に
よ
り
前
年
度
予
算
よ
り
減

額
を
見
込
ん
で
い
る
も
の
の
、
納
税

率
の
向
上
や
課
税
限
度
額
の
改
正
が

見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
県
支
出
金
や
繰
入
金
な
ど
で
は
、

実
績
等
に
基
づ
き
事
業
に
必
要
な
財

源
を
十
分
精
査
し
た
う
え
で
、
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、

国
保
事
業
費
に
要
す
る
費
用
と
し
て

県
に
支
払
う
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
の
ほ
か
、
徴
収
対
策
に
係
る

経
費
や
、
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け

た
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
事
業

に
係
る
経
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
積
極
的
な
事
業
運
営
に
取
り
組

む
姿
勢
が
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
民
健

康
保
険
税
を
始
め
と
す
る
財
源
の
確

保
に
努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

被
保
険
者
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
や

健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
づ
く
り
に
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
い
た
し

ま
し
て
賛
成
の
意
を
表
し
、
討
論
と

い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
引
き
上
げ
に
続
き
、
今
回

の
改
正
は
、
医
療
費
給
付
費
分
を
３

万
円
引
上
げ
総
額
で
96
万
円
と
す
る

内
容
で
す
。
来
年
は
、
更
に
総
額
99

万
円
と
な
る
案
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　
中
間
層
の
被
保
険
者
の
負
担
を
軽

く
す
る
た
め
に
高
所
得
者
の
賦
課
限

度
額
が
毎
年
上
昇
す
る
一
方
で
は
、

高
所
得
者
も
納
税
意
欲
が
そ
が
れ
、

実
際
、
不
満
の
声
も
耳
に
し
て
い
る
。

　
国
保
は
、
「
加
入
者
の
年
齢
構
成

が
高
く
医
療
費
水
準
が
高
い
」
、

「
所
得
水
準
が
低
い
」
等
の
構
造
的

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
制
度
で
す
。

　
社
会
保
険
の
加
入
要
件
が
広
が
り
、

国
保
の
加
入
者
が
激
減
し
て
お
り
、

た
だ
で
さ
え
保
険
税
が
高
い
上
に
、

今
後
も
年
々
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
く

こ
と
に
な
れ
ば
、
老
後
に
不
安
を
抱

く
方
も
多
い
。

　
高
齢
化
の
進
行
や
医
療
技
術
の
高

度
化
に
よ
っ
て
医
療
費
が
増
加
す
る

中
で
は
、
限
度
額
の
引
き
上
げ
は
、

や
む
を
得
な
い
面
も
あ
り
、
「
よ
り

所
得
の
高
い
人
が
、
よ
り
多
く
の
保

険
料
を
負
担
す
る
」
こ
と
は
基
本
と

は
思
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
解
決
す
べ

き
問
題
な
の
か
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
で
日
本
経
済
そ
の
も
の
が

危
う
い
状
況
が
想
定
さ
れ
る
中
、
さ

ら
に
不
安
を
増
幅
さ
せ
る
引
き
上
げ

は
控
え
る
べ
き
で
す
。　

　
以
上
の
理
由
か
ら
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論
（
公
明
党
）

　
平
成
30
年
度
か
ら
、
都
道
府
県
と

市
町
村
に
よ
る
国
保
の
共
同
運
営
が

始
ま
り
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
連

携
・
協
力
を
密
に
行
い
な
が
ら
、
国

民
健
康
保
険
制
度
が
運
営
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
今
回
の
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

県
が
策
定
し
た
埼
玉
県
国
民
健
康
保

険
運
営
方
針
に
お
い
て
、
県
全
体
で

目
指
す
べ
き
と
さ
れ
る
、
法
定
賦
課

限
度
額
の
設
定
に
沿
っ
た
も
の
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、

八
潮
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

に
お
い
て
も
、
検
討
・
審
議
が
さ
れ

た
も
の
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
市
の

医
療
費
水
準
が
低
く
な
る
よ
う
、
医

療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

図
り
つ
つ
、
保
険
税
の
収
納
率
向
上

対
策
を
行
い
、
財
政
基
盤
の
強
化
に

努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
安
定

的
な
国
民
健
康
保
険
の
運
営
が
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
し
て
、
賛

成
の
意
を
表
し
、
討
論
と
い
た
し
ま

す
。 賛

成
討
論
（
平
成
ク
ラ
ブ
）
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付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

総文

福環

採択

不採択

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

八潮市におけるパートナーシップの公的認証制度（仮称）及び性的少数者に
関する諸問題への取組に関する請願書
国会への種苗法改正反対、慎重審議を求める意見書を八潮市議会から
提出することを求める請願書

請願第1号

請願第2号

公明 共産 令和 市民 声は 維新

○

×

平成

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

総文・建水・福環

福環

建水

〃

〃

〃

福環

〃

総文・建水・福環

福環

建水

〃

〃

〃

〃

福環

〃

建水

〃

福環

総文

〃

〃

〃

福環

総文

〃

福環

〃

建水

〃

〃

総文

付託省略

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原案同意

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

令和元年度八潮市一般会計補正予算（第６号）

令和元年度八潮市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和元年度八潮市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

令和元年度大瀬古新田土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）

令和元年度西袋上馬場土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）

令和元年度八潮南部東一体型特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）

令和元年度八潮市介護保険特別会計補正予算（第４号）

令和元年度八潮市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和２年度八潮市一般会計予算

令和２年度八潮市国民健康保険特別会計予算

令和２年度稲荷伊草第二土地区画整理事業特別会計予算

令和２年度鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業特別会計予算

令和２年度大瀬古新田土地区画整理事業特別会計予算

令和２年度西袋上馬場土地区画整理事業特別会計予算

令和２年度八潮南部東一体型特定土地区画整理事業特別会計予算

令和２年度八潮市介護保険特別会計予算

令和２年度八潮市後期高齢者医療特別会計予算

令和２年度八潮市上水道事業会計予算

令和２年度八潮市公共下水道事業会計予算

八潮市附属機関設置条例の一部を改正する条例について

八潮市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
八潮市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する
条例について
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例について

八潮市長等給料特例条例の一部を改正する条例について

八潮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

八潮市立公民館設置及び管理条例の一部を改正する条例について

八潮市立資料館条例の一部を改正する条例について
八潮市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について
八潮市学童保育の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例について

八潮市みんなでつくる美しいまちづくり条例の一部を改正する条例について

八潮市都市公園設置及び管理条例の一部を改正する条例について

八潮市市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例について

八潮市臨時職員の任用、勤務条件等に関する条例を廃止する条例について

八潮市教育委員会委員の任命について

議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

公明 共産 令和 市民 声は 維新

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

平成

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

付託省略

〃

〃

〃

〃

原案可決

原案否決

〃

〃

〃

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

中高年のひきこもりに対する実効性ある支援と対策を求める意見書

国民健康保険の子どもに係る均等割額の負担軽減を求める意見書

すべてのゲノム編集食品の規制と表示を求める意見書

性犯罪に関する刑法規定の見直しを求める意見書
気候危機・気候非常事態を前提とした地球温暖化対策のさらなる強化を
求める意見書 

議第1号議案

議第2号議案

議第3号議案

議第4号議案

議第5号議案

公明 共産 令和 市民 声は 維新

○

×

×

×

×

平成

※総文…総務文教、建水…建設水道、福環…福祉環境の略　【〇は賛成、×は反対】

※  平成…平成クラブ、公明…公明党、共産…日本共産党、令和…令和の会、市民…市民と市政をつなぐ会、声は…声は力の会、維新…八潮維新の会

請願・議案の処理結果

令和2年（２０20年）5月

4



5

やしお市議会だより

請
願
名

　

八
潮
市
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
公
的
認
証
制
度
（
仮
称
）
及

び
性
的
少
数
者
に
関
す
る
諸
問
題
へ

の
取
組
に
関
す
る
請
願
書

要
旨

⑴
八
潮
市
で
、
同
性
同
士
で
生
活
す

る
人
も
含
め
家
族
と
し
て
扱
う
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
公
的
認
証
制
度

（
仮
称
）
」
を
早
期
に
創
設
し
、
そ

の
存
在
を
公
に
認
め
る
こ
と
で
、
性

的
少
数
者
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

⑵
八
潮
市
の
教
育
、
福
祉
、
医
療
、

就
業
そ
の
他
の
行
政
活
動
に
お
い
て
、

性
自
認
、
性
的
指
向
に
よ
る
差
別
を

受
け
な
い
た
め
の
諸
施
策
を
講
じ
て

い
た
だ
き
た
い
。

理
由

　

平
成
27
年
に
渋
谷
区
で
い
わ
ゆ
る

「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
」

が
創
設
さ
れ
、
そ
の
後
、
世
田
谷
区

の
「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
」
等
、
現
在
、
同
性
同
士
を
含

め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
の
認
証
制
度
が
34

自
治
体
で
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
埼

玉
県
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
さ
い
た

ま
市
、
川
越
市
、
飯
能
市
、
毛
呂
山

町
、
坂
戸
市
、
和
光
市
、
狭
山
市
、

富
士
見
市
、
蕨
市
、
所
沢
市
、
加
須

市
、
朝
霞
市
、
草
加
市
、
新
座
市
、

と
き
が
わ
町
、
越
谷
市
の
16
市
町
議

会
に
て
、
同
制
度
の
創
設
や
性
的
少

数
者
の
諸
施
策
を
求
め
る
請
願
や
陳

情
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
さ
い
た
ま

市
、
川
越
市
、
越
谷
市
で
は
具
体
的

な
導
入
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
12
月
に
は
、
９
都
県
市

（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神

奈
川
県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
千
葉

市
、
さ
い
た
ま
市
、
相
模
原
市
）
で
、

性
的
指
向
や
性
自
認
に
よ
る
偏
見
や

差
別
の
な
い
社
会
を
め
ざ
す
た
め
の

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
配
慮
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
実
施
さ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章

に
は
「
性
的
指
向
に
よ
る
差
別
の
禁

止
」
が
明
文
で
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
民
間
企
業
に
お
い
て
は
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
書
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
戸
籍
上
の
同
性
カ
ッ
プ
ル

社
員
に
も
、
異
性
間
の
結
婚
と
同
様

の
福
利
厚
生
が
適
用
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
命
保

険
会
社
等
で
は
、
戸
籍
上
の
同
性
カ

ッ
プ
ル
も
死
亡
保
険
金
の
受
取
人
と

し
て
指
定
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
を
形
成
し
、
社
会
か
ら
承
認

を
得
る
こ
と
は
人
と
し
て
の
根
源
的

な
欲
求
で
、
重
要
な
人
権
課
題
で
す
。

異
性
愛
者
に
は
、
家
族
を
形
成
し
法

的
に
保
護
が
な
さ
れ
る
一
方
で
、
同

性
等
と
親
密
な
関
係
を
築
き
た
い
人

を
そ
こ
か
ら
排
除
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

八
潮
市
に
お
い
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
認
証
制
度
（
仮
称
）
を
創

設
し
、
性
的
少
数
者
に
関
す
る
諸
問

題
へ
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
は
、
性

的
少
数
者
へ
の
理
解
の
促
進
や
差
別

の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。
誰
も
が

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
八
潮
市
を

実
現
す
る
た
め
に
、
１
日
も
早
く
取

組
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
望

し
て
い
ま
す
。

　

上
記
地
方
自
治
法
第
１
２
４
条
の

規
定
に
よ
り
請
願
い
た
し
ま
す
。

提
出
日　
令
和
２
年
２
月
25
日

請
願
者

住
所　
草
加
市
旭
町
６
丁
目

氏
名　
岩
井　
紀
穂

　

な
お
、
同
請
願
に
つ
い
て
、
「
市

民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会
」
か
ら
賛
成

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

従
来
、
ひ
き
こ
も
り
は
主
と
し
て

若
年
・
青
年
層
の
課
題
と
し
て
イ
メ

ー
ジ
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近

で
は
就
職
氷
河
期
世
代
も
含
め
中
高

年
層
に
も
及
ぶ
大
き
な
社
会
問
題
と

し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て

い
る
。

　

政
府
が
中
高
年
層
を
対
象
に
初
め

て
実
施
し
た
全
国
規
模
の
調
査
が
昨

年
３
月
に
公
表
さ
れ
た
が
、
40
歳
か

ら
64
歳
の
ひ
き
こ
も
り
が
全
国
で
約

61
万
人
に
の
ぼ
る
と
い
う
推
計
が
示

さ
れ
、
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え

た
。
ひ
き
こ
も
り
期
間
の
長
期
化
や

高
齢
化
に
よ
り
、
高
齢
者
の
親
と
と

も
に
社
会
的
に
孤
立
す
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
な
い
。

　

政
府
は
、
都
道
府
県
・
政
令
市
へ

の
「
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ

ー
」
の
設
置
や
、
「
ひ
き
こ
も
り
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
・
派
遣
事
業
」

を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
、
よ
り

身
近
な
場
所
で
の
相
談
支
援
の
実
施

や
社
会
参
加
の
場
の
充
実
な
ど
、
就

職
氷
河
期
世
代
も
含
め
た
中
高
年
の

ひ
き
こ
も
り
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
実
効
性
あ
る
支
援
と
対
策
を

講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
は
、
個
々
人

や
そ
の
家
族
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

社
会
全
体
で
受
け
止
め
る
べ
き
大
変

重
要
な
課
題
と
捉
え
、
下
記
の
事
項

に
つ
い
て
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
記

１　

よ
り
身
近
な
場
所
で
の
相
談
支

援
を
行
う
た
め
、
自
立
相
談
支
援

機
関
の
窓
口
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支

援
員
を
配
置
し
、
同
行
相
談
や
信

頼
関
係
の
構
築
と
い
っ
た
対
本
人

型
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
を
実
施

す
る
こ
と
。
ま
た
、
自
立
相
談
支

援
の
機
能
強
化
に
向
け
た
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
等
を
行
う
た
め
の
経
費
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
財
政
支
援
の

仕
組
み
を
創
設
す
る
こ
と
。

２　

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
あ
る

者
に
適
し
た
支
援
の
充
実
を
図
る

た
め
、
市
区
町
村
に
よ
る
「
ひ
き

こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
さ
ら

な
る
強
化
を
図
る
こ
と
。
具
体
的

に
は
、
中
高
年
が
参
加
し
や
す
く

な
る
よ
う
な
居
場
所
づ
く
り
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
就
労
に

限
ら
な
い
多
様
な
社
会
参
加
の
場

の
確
保
、
さ
ら
に
は
家
族
に
対
す

る
相
談
や
講
習
会
な
ど
の
取
り
組

み
を
促
進
す
る
こ
と
。

３　

「
８
０
５
０
問
題
」
な
ど
世
帯

の
複
合
的
な
ニ
ー
ズ
や
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
「
断
ら
な
い
相
談

支
援
」
や
「
伴
走
型
支
援
」
な
ど
、

市
区
町
村
が
こ
れ
ま
で
の
制
度
の

枠
を
超
え
て
包
括
的
に
支
援
す
る

こ
と
が
出
来
る
新
た
な
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
令
和
２
年
３
月
19
日

　
　
　
　
　
　

  

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

　

本
会
議
お
よ
び
委
員
会
は
、
ど
な

た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
議
会
の
活
動
に
ふ
れ
る
こ
と
の

で
き
る
身
近
な
方
法
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

定
例
会
は
年
４
回
開
か
れ
ま
す
。

■
傍
聴
受
付
に
つ
い
て

　

本
会
議
場
の
傍
聴
席
の
定
員
は
42

人
で
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付

で
傍
聴
申
込
書
に
住
所
・
氏
名
を
記

入
し
、
傍
聴
の
際
の
注
意
事
項
を
ご

確
認
の
う
え
、
議
事
日
程
表
な
ど
の

資
料
を
お
取
り
い
た
だ
き
、
傍
聴
者

入
口
か
ら
傍
聴
席
に
入
り
ま
す
。

　

ま
た
、
委
員
会
の
傍
聴
席
の
定
員

は
10
人
で
、
手
続
き
は
本
会
議
と
同

様
で
す
。

※

定
員
を
超
え
た
場
合
、
入
場
を
一

時
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
入

場
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
の
傍
聴

者
数…

16
人
】

　

定
例
会
最
終
日
に
、
掲
載
の
意
見

書
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
可
決
し
た
意
見
書
は
、
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

意

見

書

請

　

願

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に

対
す
る
実
効
性
あ
る
支
援

と
対
策
を
求
め
る
意
見
書

用
語

請
願
と
は

　
請
願
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
な

ど
が
市
政
な
ど
に
つ
い
て
直
接
、

市
議
会
に
要
望
で
き
る
制
度
で

す
。
受
理
し
た
請
願
は
ま
ず
、

本
会
議
に
上
程
し
、
委
員
会
で

詳
し
く
審
査
し
ま
す
。
次
に
本

会
議
で
採
択
す
る
か
ど
う
か
な

ど
の
結
論
を
出
し
ま
す
。

用
語

意
見
書
と
は

　
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
地

方
公
共
団
体
の
一
機
関
と
し
て

の
意
思
を
意
見
に
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　
市
民
生
活
に
重
要
な
事
柄
で

あ
っ
て
も
そ
れ
が
国
や
県
の
仕

事
で
あ
っ
て
、
市
の
力
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、

市
議
会
か
ら
国
や
県
の
関
係
機

関
に
対
し
て
「
意
見
書
」
を
提

出
し
て
積
極
的
な
解
決
を
求
め

て
い
ま
す
。

議
会
の
傍
聴
に

　
　
お
越
し
く
だ
さ
い



６

会派等の構成

令和2年（２０20年）5月

常
任
委
員
会
委
員
等
の
構
成

（
令
和
２
年
３
月
31
日
現
在
、
議
席
番
号
順
）

平
成
ク
ラ
ブ

服部　清二
はっとり　　せいじ

八潮四丁目２０－１１
（代表）

議席番号 15

金子　壮一
かねこ　　 そういち

大曽根６７６－２
議席番号 ６

篠原　亮太
しのはら　  りょうた

中央二丁目１－１９
（副議長）

議席番号 7

林　　雄一
はやし　　　ゆういち

八潮三丁目１６－１－３０３
議席番号 8

寺原　一行
てらはら　  かずゆき

八潮三丁目１７－３
議席番号 14

大山　安司
おおやま　　やすじ

八條２３９７　　　　　　　　
議席番号 16

瀬戸　知英子
   せと　　　　ちえこ

八潮四丁目１６－５
議席番号 20

荻野　清晴
  おぎの　　きよはる

八潮四丁目５－１－７０１
議席番号 21

朝田　和宏
 あさだ　　かずひろ

伊勢野３０６
議席番号 13

公
明
党

小倉　順子
 おぐら　　じゅんこ

大曽根５４１
（代表）

議席番号 18

岡部　一正
 おかべ　　かずまさ

木曽根４８６－２３
（議長）

議席番号 4

鈴木　貞夫
 すずき　　 さだお

八潮六丁目７－１０
議席番号 11

日
本
共
産
党

郡司　伶子
 ぐんじ　　 れいこ

大曽根４５２－５
（代表）

議席番号 17

声
は
力
の
会

福野　未知留
 ふくの　　　 みちる

八條２５４０－８
（代表）

議席番号 3

八
潮
維
新
の
会

川井　貴志
 かわい　　 たかし

鶴ケ曽根２３９－１６  ２F
（代表）

議席番号 5

市
民
と
市
政
を

つ
な
ぐ
会

矢澤　江美子
 やざわ　　　 えみこ

古新田９２３　　　　　　　　　
（代表）

議席番号 2

令
和
の
会

大泉　芳行
おおいずみ　よしゆき

八潮七丁目４１－２２
（代表）

議席番号 1

池谷　　正
 いけや　　　　ただし

大瀬１６２５－１１
議席番号 9

鹿野　泰司
  かの　　　やすじ

大瀬三丁目５－４
議席番号 10

前田　貞子
まえだ　　 さだこ

新町１０１－１
議席番号 12

森下　純三
 もりした 　じゅんぞう

大曽根１４９６－1－５０４
議席番号 19

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委 

員 

長
　
林
　
　
　
雄
　
一

副
委
員
長
　
鈴
　
木
　
貞
　
夫

委
　
　
員
　
福
　
野
　
未
知
留

　
　
〃
　
　
鹿
　
野
　
泰
　
司

　
　
〃
　
　
前
　
田
　
貞
　
子

　
　
〃
　
　
寺
　
原
　
一
　
行

　
　
〃
　
　
荻
　
野
　
清
　
晴

建
設
水
道
常
任
委
員
会

委 

員 

長
　
大
　
山
　
安
　
司

副
委
員
長
　
小
　
倉
　
順
　
子

委
　
　
員
　
大
　
泉
　
芳
　
行

　
　
〃
　
　
川
　
井
　
貴
　
志

　
　
〃
　
　
篠
　
原
　
亮
　
太

　
　
〃
　
　
池
　
谷
　
　
　
正

　
　
〃
　
　
服
　
部
　
清
　
二

福
祉
環
境
常
任
委
員
会

委 

員 

長
　
瀬
　
戸
　
知
英
子

副
委
員
長
　
森
　
下
　
純
　
三

委
　
　
員
　
矢
　
澤
　
江
美
子

　
　
〃
　
　
岡
　
部
　
一
　
正

　
　
〃
　
　
金
　
子
　
壮
　
一

　
　
〃
　
　
朝
　
田
　
和
　
宏

　
　
〃
　
　
郡
　
司
　
伶
　
子

議
会
運
営
委
員
会

委 

員 

長
　
小
　
倉
　
順
　
子

副
委
員
長
　
服
　
部
　
清
　
二

委
　
　
員
　
金
　
子
　
壮
　
一

　
　
〃
　
　
林
　
　
　
雄
　
一

　
　
〃
　
　
鹿
　
野
　
泰
　
司

　
　
〃
　
　
朝
　
田
　
和
　
宏

　
　
〃
　
　
森
　
下
　
純
　
三

公
共
施
設
整
備
等
調
査
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
篠
　
原
　
亮
　
太

副
委
員
長
　
森
　
下
　
純
　
三

委
　
　
員
　
矢
　
澤
　
江
美
子

　
　
〃
　
　
朝
　
田
　
和
　
宏

　
　
〃
　
　
林
　
　
　
雄
　
一

　
　
〃
　
　
岡
　
部
　
一
　
正

　
　
〃
　
　
寺
　
原
　
一
　
行

　
　
〃
　
　
郡
　
司
　
伶
　
子

　
　
〃
　
　
小
　
倉
　
順
　
子

　
　
〃
　
　
荻
　
野
　
清
　
晴

用
語

会
派
と
は

　

政
治
的
信
条
や
政
策
な
ど
に
つ

い
て
同
じ
よ
う
な
考
え
方
を
持
つ

議
員
が
、
自
分
た
ち
の
考
え
を
効

果
的
に
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

２
人
以
上
で
結
成
す
る
グ
ル
ー
プ

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。



    

祝
開
店

弔

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
の
分
割

付
託
１
議
案
、
令
和
２
年
度
八
潮
市

一
般
会
計
予
算
の
分
割
付
託
１
議
案
、

そ
の
他
７
議
案
の
あ
わ
せ
て
９
議
案

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
予

算
の
収
集
資
料
保
存
・
活
用
事
業
に

つ
い
て
で
は
「
収
蔵
資
料
修
復
委
託

料
は
歴
史
公
文
書
の
修
復
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
内
容
説
明
と
、
今
後
、

修
復
を
要
す
る
資
料
の
現
状
に
つ
い

て
説
明
を
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
資

料
館
の
収
蔵
資
料
の
中
に
は
虫
食
い

や
酸
性
劣
化
に
よ
り
貴
重
な
資
料
で

あ
っ
て
も
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
が
難

し
い
資
料
が
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
を

良
好
な
状
態
で
次
世
代
へ
継
承
し
て

い
く
た
め
に
修
復
し
保
存
処
理
を
施

す
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
明
治
・
大

正
期
の
歴
史
公
文
書
で
旧
役
場
文
書

と
呼
ば
れ
る
も
の
の
中
か
ら
潮
止
村

の
勧
業
統
計
資
料
に
つ
い
て
資
料
へ

の
負
担
が
よ
り
軽
度
な
リ
ー
フ
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
穴
の
開
い
た
欠

損
箇
所
に
紙
の
繊
維
を
埋
め
込
ん
で

い
く
と
い
う
手
法
で
修
復
す
る
予
定

で
あ
る
。
こ
の
手
法
は
接
着
剤
を
使

わ
ず
補
修
が
可
能
で
欠
損
箇
所
の
み

修
復
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
、
ま
た
機
械
等
で
行
う
た
め
作

業
効
率
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
採
用

す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
に
お
い
て

も
資
料
の
状
況
と
活
用
の
方
策
等
を

考
慮
し
順
位
付
け
し
修
復
を
行
い
た

い
。
具
体
的
に
令
和
３
年
度
は
水
害

関
係
の
資
料
や
古
文
書
に
つ
い
て
修

復
し
て
い
き
た
い
。」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

９
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
第
１
号
「
八
潮
市
に

お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
公
的

認
証
制
度
（
仮
称
）
及
び
性
的
少
数

者
に
関
す
る
諸
問
題
へ
の
取
組
に
関

す
る
請
願
書
」の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
請
願
に
つ
い
て
審
査
し
た
中
で
意

見
と
し
て
、「
請
願
の
採
択
に
賛
成
の

立
場
か
ら
討
論
し
ま
す
。
２
０
１
５

年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
が
採
択

さ
れ
、
国
連
加
盟
１
９
３
か
国
が
２

０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０
年
の
15
年

間
で
達
成
す
る
た
め
の
目
標
を
掲
げ

ま
し
た
。「
貧
困
を
な
く
す
こ
と
」
や

「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
取
る

こ
と
」
等
17
の
目
標
で
す
が
、
そ
の

５
番
目
に
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実

現
し
よ
う
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
を

達
成
し
、
全
て
の
女
性
と
女
児
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
図
る
」
と
い
う

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
」
と
は
、「
社
会
的
に
・
文
化

的
に
つ
く
ら
れ
た
性
差
」
と
言
わ
れ
、

社
会
が
構
成
員
に
対
し
押
し
つ
け
る

「
女
性
ら
し
さ
・
男
性
ら
し
さ
」
な
ど

の
行
動
規
範
や
役
割
分
担
と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。「
男
女
平
等
」
と
い
う

こ
と
が
法
律
や
制
度
の
う
え
か
ら
保

障
す
る
こ
と
は
当
然
と
し
つ
つ
、
さ

ら
に
は
、
性
に
よ
る
差
別
や
分
断
の

な
い
社
会
、
誰
も
が
尊
厳
を
持
っ
て

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

討
論
と
し
ま
す
」
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　
会
議
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
の
分
割

付
託
１
議
案
、
令
和
２
年
度
八
潮
市

一
般
会
計
予
算
の
分
割
付
託
１
議
案
、

そ
の
他
14
議
案
の
あ
わ
せ
て
16
議
案

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
予

算
の
排
水
機
場
施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て
、「
和
耕
排
水
施
設
増
設
等
協
議

資
料
作
成
業
務
委
託
料
の
内
容
に
つ

い
て
説
明
を
」と
の
質
疑
に
対
し
、「
綾

瀬
川
放
水
路
の
周
辺
で
は
、
平
成
25

年
台
風
26
号
や
平
成
27
年
９
月
の
大

雨
な
ど
で
道
路
冠
水
な
ど
浸
水
被
害

が
発
生
し
た
。
こ
の
地
区
の
浸
水
被

害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
現
在
毎
秒

２
ト
ン
の
排
水
能
力
を
有
す
る
和
耕

排
水
施
設
の
増
強
を
浸
水
対
策
の
一

環
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
本
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

排
水
施
設
の
増
強
に
つ
い
て
許
可
が

必
須
と
な
る
綾
瀬
川
放
水
路
の
管
理

者
で
あ
る
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

備
局
江
戸
川
河
川
事
務
所
と
の
協
議

資
料
を
作
成
す
る
た
め
に
要
す
る
費

用
で
あ
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

16
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
の
分
割

付
託
１
議
案
、
令
和
２
年
度
八
潮
市

一
般
会
計
予
算
の
分
割
付
託
１
議
案
、

そ
の
他
10
議
案
の
あ
わ
せ
て
12
議
案

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
第
２
号
「
国
会
へ
の

種
苗
法
改
正
反
対
、
慎
重
審
議
を
求

め
る
意
見
書
を
八
潮
市
議
会
か
ら
提

出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書
」
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
請
願
に
つ
い
て
審
査
し
た
中
で
意

見
と
し
て
、「
請
願
採
択
に
賛
成
の
立

場
で
討
論
い
た
し
ま
す
。
自
家
増
殖

（
採
種
）
一
律
禁
止
の
種
苗
法
の
改
定

案
は
、
３
月
３
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、

１
月
20
日
に
開
会
さ
れ
た
今
国
会
に

提
出
し
、
２
０
２
１
年
４
月
施
行
を

目
指
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
り
ま

し
た
。
種
苗
法
と
は
、
新
し
い
農
産

物
の
品
種
を
開
発
し
た
者
（
育
成
者
）

に
、
そ
れ
を
独
占
的
に
栽
培
す
る
権

利
を
保
障
し
て
い
る
法
律
で
、
新
品

種
の
種
や
苗
の
特
許
権
の
よ
う
な
も

の
と
い
え
ま
す
。 

育
成
者
は
、
農
林

水
産
省
所
管
の
農
業
・
食
料
産
業
技

術
総
合
研
究
機
構
（
農
研
機
構
）
や

都
道
府
県
の
農
業
試
験
場
、
民
間
企

業
な
ど
で
す
。
登
録
さ
れ
た
新
品
種

を
勝
手
に
栽
培
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
例
外
と
し
て
農
家
が
次
の

収
穫
の
た
め
に
種
を
取
り
、
苗
を
育

て
る
こ
と
（
自
家
増
殖
）
だ
け
は
現

行
法
上
で
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
家
増
殖
が
可
能
と
い
っ
て
も
、
省

令
で
品
目
を
禁
止
で
き
ま
す
。
禁
止

品
目
は
２
０
１
６
年
の
82
品
目
か
ら
、

２
０
１
９
年
に
は
３
８
７
品
目
へ
と

急
増
し
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
今

回
の
種
苗
法
の
改
正
案
は
、
こ
う
し

た
禁
止
品
目
の
拡
大
で
は
な
く
、
原

則
禁
止
に
し
、
種
苗
と
し
て
用
い
る

自
家
増
殖
は
「
育
成
権
者
の
許
諾
に

建
設
水
道
常
任
委
員
会

福
祉
環
境
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
会
の
う
ご
き

（
８
面
へ　
続
く
）

や
し
お
市
議
会
だ
よ
り
メ
ー
ル
配
信
の
お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
５
月
１
日
か
ら
、
や
し
お
市
議

会
だ
よ
り
を
市
の
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
や

し
お
８
４
０
メ
ー
ル
」
で
配
信
し
ま
す
。

　

や
し
お
８
４
０
メ
ー
ル
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
で
受
信
で
き
ま
す
が
、
利
用
す
る

に
は
登
録
が
必
要
で
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
下
記
の
コ
ー
ド

よ
り
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

空メール画面
になるので何
か一文字入れ
て送信してく
ださい。

は
ち
よ
ん
ま
る

祭りへの寄附や
差し入れ卒業祝、入学祝

町内会の集会や
旅行等の催し物
への寸志や飲食
物の差し入れ

落成式・開店祝
の花輪病気見舞い

お歳暮・お中元

地域の運動会や
スポーツ大会への
飲食物の差し入れ

葬式の花輪、供花

議員の代理で
出席する場合
の結婚祝

議員の代理で
出席する場合
の香典

議員からの寄附は、罰則をもって禁止されています!!
禁止されている寄附（例） これらの行為は全て禁止です！ 　

選
挙
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
を
行

う
こ
と
は
、
名
義
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
特
定
の
場
合
を
除
い
て
一
切
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
冠
婚
葬
祭
に

お
け
る
贈
答
な
ど
も
寄
附
に
な
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
贈
ら
な
い
」
「
求
め
な
い
」
「
受
け
取
ら
な
い
」
の
「
三
な
い
運

動
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

　
な
お
、
例
外
的
に
罰
せ
ら
れ
な
い
行
為
と
し
て
、
議
員
本
人
が
持
参

す
る
結
婚
式
の
お
祝
い
・
葬
儀
の
香
典
が
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

7

やしお市議会だより
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は
94
パ
ー
セ
ン
ト
が
都
市
に
住
む
か

ら…

」
な
ど
、
意
味
不
明
な
理
屈
を

付
け
日
本
は
棄
権
し
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
宣
言
は
今
後
国
際
的

な
「
基
準
」
と
な
り
、
各
国
は
国
内

法
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。法
的
拘
束
力
が
な
い「
宣
言
」

で
無
力
と
い
う
声
は
間
違
い
で
、
宣

言
の
内
容
を
履
行
し
な
い
国
に
対
し

て
は
、
国
際
的
圧
力
が
か
か
る
こ
と

に
な
る
か
ら
で
す
。
以
上
、
種
苗
法

の
改
正
は
こ
う
い
っ
た
国
際
的
な
流

れ
に
も
逆
行
す
る
た
め
、
法
改
正
に

は
反
対
で
あ
り
、
よ
っ
て
こ
の
請
願

の
採
択
に
賛
成
し
ま
す
。」
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
意
見
と
し
て
、「
請
願
趣
旨

に
あ
る
よ
う
に
、
種
苗
法
が
改
正
さ

れ
れ
ば
、
日
本
の
農
業
の
更
な
る
衰

退
、
食
料
の
安
全
保
障
等
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。
被
害
事
例
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
す
で
に
海
外
で
は
、

様
々
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
日

本
の
農
業
を
ま
も
り
、
食
の
安
全
を

ま
も
る
た
め
に
、
国
へ
の
意
見
書
提

出
は
早
急
に
す
べ
き
と
考
え
、
本
請

願
を
採
択
す
べ
き
で
す
。」
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
不
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

12
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
１
月
23
日
、
第
18
回
本
委
員
会
を

開
催
し
、「
新
庁
舎
基
本
設
計
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
」
審
査
し
、
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
議
会
機
能
の
検
討
状
況
に

基
づ
い
て
行
う
」、
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
多
く
の
農
作
物
は
公
的
研
究

機
関
で
開
発
さ
れ
た
品
種
が
多
く
、

許
諾
が
得
ら
れ
て
も
、
そ
の
事
務
手

続
き
が
複
雑
で
、
高
齢
化
し
た
農
業

者
に
は
大
き
な
負
担
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
家
増
殖
が
禁
止
さ
れ
れ
ば
、

今
後
、
農
家
は
毎
年
育
成
者
か
ら
お

金
を
払
っ
て
種
苗
を
買
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
小
規
模
な
農
家
に
と
っ
て

は
大
き
な
経
済
的
負
担
と
な
り
、
結

果
、
地
域
の
農
業
は
衰
退
し
て
い
き

ま
す
。
政
府
は
、
農
研
機
構
が
開
発

し
た
ブ
ド
ウ
の
新
品
種
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
が
海
外
に
持
ち
出
さ
れ
栽

培
・
販
売
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
の
が
改
正
理

由
と
し
て
、
そ
の
た
め
に
育
成
者
の

権
利
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
説

明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
業
関

係
者
や
食
の
安
全
を
考
え
る
子
育
て

中
の
親
等
か
ら
は
「
海
外
流
出
を
防

ぐ
と
い
う
目
的
が
本
当
か
ど
う
か
疑

問
」
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
理

由
の
一
つ
が
、
２
０
１
７
年
に
成
立

し
た
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
の
存

在
で
、
そ
の
第
８
条
第
４
項
で
国
と

都
道
府
県
は
種
苗
生
産
に
関
す
る
知

見
に
つ
い
て
、「
民
間
事
業
者
へ
の
提

供
を
促
進
す
る
こ
と
」
と
定
め
、
こ

の
民
間
事
業
者
に
は
海
外
の
事
業
者

も
含
む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
外
の

種
苗
企
業
が
、
提
供
さ
れ
た
知
見
に

基
づ
い
て
新
た
な
品
種
を
開
発
し
、

販
売
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
似
た
よ

う
な
作
物
が
海
外
で
出
回
る
事
態
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
育
成
者
の
権
利
強

化
は
、
新
品
種
の
海
外
流
出
を
防
ぐ

た
め
と
言
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
都

道
府
県
や
国
が
持
っ
て
い
た
私
た
ち

の
税
金
で
作
ら
れ
た
種
苗
が
合
法
的

に
多
国
籍
企
業
の
財
産
に
な
っ
て
い

き
、
や
が
て
種
子
か
ら
市
場
ま
で
、

モ
ン
サ
ン
ト
や
コ
ル
テ
バ
・
ア
グ
リ

サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
ア
メ
リ
カ
の
多

国
籍
企
業
が
握
る
道
を
開
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
請
願
に
も
あ
る
よ

う
に
「
種
は
、
特
定
の
企
業
が
利
益

の
た
め
に
所
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、

人
類
共
通
の
資
源
で
す
。
国
、
都
道

府
県
、
民
間
企
業
、
農
家
の
自
家
採

取
と
い
う
、
多
様
な
種
の
供
給
が
、

持
続
可
能
な
農
業
を
つ
く
り
、
農
家

の
自
家
採
種
が
、
多
様
な
種
子
と
土

地
の
環
境
を
守
り
、
特
許
つ
き
遺
伝

子
組
み
換
え
種
子
に
頼
ら
な
い
食
の

安
全
を
保
障
」
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。
今
、
世
界
で
は
気
候
変
動
の

影
響
で
大
型
台
風
や
干
ば
つ
な
ど
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
人
口
の
増
加
も

あ
り
、
食
料
危
機
は
現
実
の
問
題
で

す
。
種
を
め
ぐ
る
政
策
は
、
食
料
の

安
定
供
給
の
行
方
を
も
左
右
し
ま
す
。

種
苗
法
の
改
正
の
狙
い
は
、
種
に
関

す
る
国
や
都
道
府
県
の
役
割
を
縮
小

し
、
農
家
の
権
利
も
制
限
し
、
こ
れ

ま
で
公
的
な
支
援
を
バ
ッ
ク
に
、
農

家
の
自
家
増
殖
な
ど
を
通
じ
て
多
様

な
作
物
を
作
っ
て
き
た
方
向
を
変
更

す
る
こ
と
で
す
。 

国
連
は
２
０
１
８

年
９
月
、
食
料
の
安
定
供
給
の
た
め

に
は
小
規
模
・
家
族
農
業
を
積
極
的

に
支
援
す
べ
き
と
し
、
小
規
模
農
民

の
権
利
宣
言
を
採
択
し
、
そ
の
中
に

は
、
農
民
に
は
「
自
家
採
種
権
」
が

あ
る
と
規
定
し
、
こ
の
方
向
で
各
国

が
努
力
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
宣
言
は
、国
連
人
権
理
事
会
（
加

盟
47
カ
国
）
の
う
ち
賛
成
33
の
多
数

で
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
代
表
理
事
国
の
大
半
が
賛

成
す
る
中
、「
議
論
が
未
成
熟…

日
本

つ
い
て
」
の
報
告
を
執
行
部
よ
り
受

け
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
月
26
日
、
第
19
回
本
委
員
会
を

開
催
し
、「
議
会
機
能
に
つ
い
て
」、「
部

署
の
配
置
に
つ
い
て
」、「
バ
ス
停
の

集
約
化
に
つ
い
て
」、「
周
辺
道
路
の

周
辺
環
境
整
備
に
つ
い
て
」、「
シ
ビ

ッ
ク
サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て
」、「
基
本

設
計
（
素
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
」
審
査
し
、
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

つ
い
て
」、「
別
館
庁
舎
の
移
転
に
つ

い
て
」
の
報
告
を
執
行
部
よ
り
受
け
、

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
月
18
日
、
第
20
回
本
委
員
会
を

開
催
し
、「
市
道
２
０
３
３
号
線
の
一

部
の
歩
行
者
専
用
道
路
化
に
つ
い

て
」、「
庁
舎
建
設
基
本
設
計
（
素
案
）

に
つ
い
て
」、「
別
館
庁
舎
の
移
転
に

つ
い
て
」、「
市
有
地
活
用
基
本
方
針

に
基
づ
く
取
組
に
つ
い
て
」
審
査
し
、

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

■
議
案
第
34
号
　
八
潮
市
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
教
育
委
員
会
委
員
に
、

田
口　
理
恵
氏
（
た
ぐ
ち　
り
え
、

八
潮
八
丁
目
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

が
閉
会
し
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
一
般
質
問
を
取
り
や
め
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
No. 

99
号
は
紙
面
を
少
し
変
更
し

て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
３
月
小
・

中
学
校
の
卒
業
式
は
規
模
を
縮
小
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
４
月
７
日
、
史
上
初
「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
７
都
府
県
に
発
令
さ
れ

17
日
に
は
、
全
都
道
府
県
が
対
象
と
な
り

ま
し
た
。不
要
不
急
の
外
出
を
避
け
ま
し
ょ

う
。
手
洗
い
の
徹
底
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な

ど
一
人
一
人
の
自
覚
と
行
動
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
（
前
田
貞
子
）

議会報編集委員会から

編 集
後 記

（
７
面
か
ら　
続
く
）

議
案

公
共
施
設
整
備
等
　

　
調
査
特
別
委
員
会

本　会　議

本　会　議

総務文教常任委員会
建設水道常任委員会
福祉環境常任委員会
本 会 議 （一般質問）
本 会 議 （一般質問）
本 会 議 （一般質問）

開会、開議、会議録署名議員の指名、会期の決定、
諸報告、議案の上程及び提案理由の説明など

総括質疑（議案に対する質疑）、議案の委員会付託

本　会　議
委員会報告、質疑、討論、採決など、閉会

6月1日(月)

18日(木)

6月9日(火)

10日(水)

11日(木)

12日(金)

15日(月)

16日(火)

17日(水)

●令和2年第2回定例会（6月）の日程（案）●

※この定例会日程は予定ですので、変更する場合があります。


